
～平面・球面・非球面レンズの表面形状測定機～

　今回導入したレーザー干渉計は、Zygo社製のVeriFire 

Asphere （VFA）と呼ばれるフィゾー型干渉計です。高精度

に加工された平面原器および球面原器を参照面として使用

することで、平面・球面・非球面レンズの反射波面測定を高精

度に行うことができる装置です（図1）。また、位相シフト干渉

測定技術と、レーザー測長システムによるステージ移動の制

御機構を搭載しており、超高精度な曲率半径測定が可能で

す。さらに、形状測定は633nm He-Neレーザーを光源とす

る面測定で行うため、短時間で簡易に、レンズ表面の三次元

形状が測定できます。

近年、光学製品の高性能化を背景に、レンズの加工精度の向上が求められています。
作成したレンズ形状を精密に測定する、レーザー干渉計をご紹介します。

レーザー干渉計の特徴1

2
3光源：633nm He-Neレーザー

垂直分解能：0.08nm

CCD画素数：992×992ピクセル

測定物サイズ：1～130mm

基本的仕様

　レーザー干渉計によるレンズ形状測定結果については、原

器を基準とした理想的な形状（平面レンズでは理想的な平

面、球面レンズでは一律の曲率を持つ曲面、非球面レンズで

は非球面理論式などの設計値）からの三次元的な偏差として

表示されます（図２）。このため、レンズ表面のどの部分が、目

的と違った形状（凹形状・凸形状の違いなど）に加工されてい

るかを検査することができます。これにより、レンズ加工と

形状測定を一連の流れとしたトライ＆エラーを行うことで、

目的としたレンズ形状作成における加工条件が確立できま

す。また、非球面レンズ測定では、レンズ作製時の非球面理論

式（設計値）をソフトウェアに登録することで、その式に基づ

いた測定プログラムが自動的に作成され、測定が行われま

す。このため、簡易かつ短時間で非球面レンズ形状の測定が

行えます。

　本装置は、各種レンズの形状測定に利用でき、取得画面の

三次元座標値も表示可能です。依頼試験等については、お気

軽にお問い合わせください。

測定結果の解析方法

高度分析開発セクター　<本部>
　　　　　　　   徳田　祐樹　TEL 03-5530-2150
　　　　　　　   E-mail: tokuta.yuuki@iri-tokyo.jp図1　レーザー干渉計（VFA）

図2　非球面レンズ測定結果

レーザー干渉計

設備紹介 都産技研が導入している、製品や材料などの試作、測定、分析に役立つ設備をご紹介します。

　「ものづくり」に使われるさまざまな設備・装置を公開する、体験見学ツアーを
実施しました。高電圧放電装置による落雷の実験や、無響室での音が全く響かな
い世界など、はじめて体験する「ものづくり」の世界に、大人だけではなく多くの
子どもたちも楽しんでいました。

　流動性・耐久性複合被覆材料、アクリルレーザーカット
の製品開発、東京スカイツリー観光グッズの製品開発、ディ
ズニーキャラクターの商品開発など、環境・デザイン分野で
都産技研の技術を応用した共同研究の成果や製品をご紹
介しました。 

「ペットボトルで掃除機をつくってみよう」
　ペットボトルを利用して、サイクロン式ミニ
掃除機をつくりました。空気（気圧）のしくみを
学びながら、工作を行いました。

サイエンスアゴラ2012

2012年秋の展示会・イベント

　11月10日・11日、都産技研をはじめその周辺施設（東京・お台場）において「サイエンスアゴラ2012」が開催されました。
　都産技研では都産技研体験見学ツアーや、ものづくり体験教室を開催しました。

　11月20日～22日、東京ビッグサイトで開催された「産業交流展2012」に出展しました。今年は、都産技研ブランド試験や
都産技研の優れた技術を応用した製品、新事業創出への取り組みをご紹介したほか、設備紹介や実演ステージなどを行いまし
た。 ご好評の本部見学ツアーも開催しました。 

■大人も子どもも楽しめる都産技研体験見学ツアー

■都産技研の優れた技術を応用した製品を展示

　環境・省エネへの取り組み、T型ロ
ボットによる事業支援、容り材の付加
価値製品への適用など、都産技研が
取り組んでいる環境・省エネ、EMC・
半導体、メカトロ、バイオ応用技術に
関する研究や活動をご紹介しました。 

　展示会場から本部まで無料送迎バスを運行
し、多くのお客さまに、造形室や環境試験室、
高電圧実験室など、本部の設備をご覧いただ
きました。 

■都産技研 新事業創出への取り組み 

■ものづくり体験教室

第15回産業交流展2012

REPORT

「ハイドロカルチャー（観葉植物）をつくろう」
　リサイクルガラスを利用したガラス発砲体を
使ったハイドロカルチャーをつくりました。カラ
フルに仕上がった観葉植物はご家庭のインテ
リアに。

「熱転写プリントで巾着袋をつくろう！」
　熱転写プリントでの巾着袋づくり体験を開
催しました。参加者それぞれが好きなオリジナ
ルデザインで、世界にひとつの巾着袋をつくり
ました。

■都産技研本部見学ツアーを開催

　実演ステージでは「新開発成形体
『サスティーモ®』への漆職人による絵
付け実演」や「ゴム材へのDLCの成膜
とその効果」「高精度FBG温度計の紹
介」「照度調整可能な照明省エネシス
テム」「サービスロボット事業化支援
T型ロボットベースの実演」を行いま
した。 

■多くのお客さまにご覧いただいた実演ステージ
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